
  
 

●毎年５５万人程度が受験する

大学入試センター試験に代わり、

２０２０年度から始まる大学入学共

通テストで英語民間試験が導入さ

れる予定でした。 
 
●この英語民間試験では、受

験生は「GTEC」や「英検」など、

右表に示した民間試験のどれか

を選び４月から１２月の間に受け、

そのうちの２回までの成績が大学

へ通知される。１回につき数千円

から２万円以上の受験料がかか

る。都市部に住む受験生は移動

の負担が少なくてすむが、離島や

都市部から離れた場所に住む受

験生は交通費がかさみ、場所によ

っては宿泊費もかかる。受験生本

人の努力ではどうすることもできな

いことで有利不利が生ずる。 

●萩生田光一文部科学大臣は

「身の丈に合わせて頑張ってもら

えれば」。総スカンを食ったあげ

く、一転、制度を延期することで難

を逃げ切ろうとしたわけです。 

●１１月６日の衆議院予算委員会の集中審議。

共産党の塩川鉄也氏が「営利を追求する民間企業

に入学テストを丸投げすると、教育の機会均等が確

保できないのではないか」とただし、立憲民主党の

大串博志氏は「市場原理や民営化、民間の考え方

を過度に入れることは問題だ」と指摘しました。 

●導入の経緯をみると、安倍内閣の主要人物が

旗振り役となり、教育現場を舞台に民間企業への利

益誘導を図るさながら「利権集団」のやること。

GTEC を開発したベネッセと政・官・財・学界は密接

な関わりを持つ。仮に共通テスト受験者の半数が

GTEC を選択して２回受ければ延べ約５５万人が受

験者となり、ベネッセは６８２０円の検定料だけで数

十億円の収入となる。「森友・加計学園問題」と共通

する政治体質、自民党政治の存続を許してはなりま

せん。（相関図はＡＥＲＡ２０１９年１１月１８日号より） 
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政・官・財・学界と一体化した自民党政治を許してよいのか !     

延期でしのいだ大学入学共通テスト英語の民間丸投げ 
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避難勧告がでた根戸・松ケ崎城址周辺など
柏市内には調査済だが

指定されていない土砂災害

警戒区域、危険箇所が６０

カ所以上もあります。 

１０月２５日（金）１３時、柏

市は市内の土砂災害警戒

区域等に指定している１７

地区（２４９世帯５５０人）に

対し、がけ崩れなどの土砂

災害が起こる危険性が極め

て高まっているとして、「避

難勧告（警戒レベル４）」を

発令しました。土砂災害警

戒区域は、北柏駅に近い

根戸（地図右下）、松ケ崎

城址のがけ下（地図左上）

など。同日２１時３０分をもっ

て解除されたものの、「市内

には危険箇所がいっぱい」

に変わりありません。 

台風１９号や１０月２４日から２６日にかけての記録的大雨では、総

降水量が市原市牛久で２８５．０ミリを記録、夷隅郡大多喜町、佐倉

市佐倉、鴨川市鴨川、君津市坂畑で２００ミリを超えました。これによ

る県内の「がけ崩れ」は１７件発生しています（１１月２１日県発表）。 

千葉県では土砂災害の危険箇所が１１，０８４カ所、このうち警戒・

特別警戒区域に指定しているのは４，０４４カ所で指定率は３６・４

８％、全国平均８８・０８％を大きく下回る。「全都道府県で最低」と新

聞・テレビでたびたび報道され、多くの県民が屈辱を感じました。 

森田健作知事は「指定率の低さは知っていた」というだけで事実

上、放置してきたことを認めました。災害に対する知事の姿勢・取り

組み・行動は常識を逸しています。記者会見では言い逃れ、県職員

を叱責するような態度が目につきました。自然災害というより「行政災

害」です。「無防備都市」の現実を変えていかなければなりません。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

金子勝・立教大学教授が講演＆２０２０年憲法集会成功に向けキックオフ 
１１月２６日（火）アミュゼ柏クリスタルホールで「金子勝立教大学特任教授の講演＆憲法集会成功に向けた

キックオフ集会」が３００人近く参加して開かれました。金子教授は、安倍政権が次々に国民を愚弄するような

事態を繰り返しながらも「安泰」なのは、一つには強大かつ不動な権力機構を構築し守られている結果であ

り、もはや市民が政治・経済の主人公とならなければ問題の解決はむつかしいと指摘しました。 

講演会の後は「キックオフ集会」。２０２０年５月５日の憲法集会を１０００人以上の規模で開催し成功させよう

と確認し、それぞれがチラシ・チケットを預かりました。 

柏市にもいっぱい「土砂災害危険箇所」 

災害対策への認識が甘い森田知事 / 土砂災害警戒区域の指定率「全国最低」は県内市町村にも言えること 

▲１０月２５日午後１時ごろ土砂崩れが発

生した千葉市緑区誉田町の現場。男女３

人が死亡。土砂災害警戒区域に指定され

ておらず避難勧告なかった。「行政災害」

だろう（写真は１０月２７日付東京新聞） 

・戸張地区（東柏２丁目） ・納屋地区（布瀬納屋） ・大井２地区（大井大六元）

・松ヶ崎１地区（松ヶ崎腰巻） ・腰巻地区（布瀬腰巻） ・片山１地区（片山北ノ作）

・根戸１地区（根戸花戸原） ・木崎地区（布瀬木崎） ・片山３地区（片山辻内）

・品川根地区（高柳品川根） ・布瀬４地区（布瀬宮前） ・手賀１，２地区（手賀）

 以下は手賀沼南部沼南地域 ・布瀬５地区（布瀬腰巻） ・手賀３，４，５地区（手賀太田）

・上柳戸地区（柳戸/やなど） ・布瀬６地区（布瀬木崎） ・手賀６地区（手賀船戸）

土砂災害警戒区域等に指定されている地区


